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2008年３月１日（毎月1回1日発行） 第462号 （１） 一人は万人のために 万人は一人のために 

利根保健生協 

♦出資金一世帯平均で全国目標の 
　５万円達成をめざしましょう 

理事27名　監事3名　総代205名　班長1340名　保健委員1723名 
くらしの相談員126名　ホームヘルパー2級144名　3級40名 

２００８年１月現勢 

生協組合員  
出 資 金 額  
平均出資金額 

・・・・・・・・・・ 
・・・・ 
・・・・・・・・・・・・ 

利根保健生活協同組合 
発行人　都  築　  靖　　発行部数　22,000 
編　集　「利根の保健」編集委員会 

事業所 

片品村鎌田 

〒３７８-００５３  沼田市東原新町１８５５番地の１ 
☎0278（22）4321　　FAX（22）4393
利 根 中 央 病 院  
利 根 歯 科 診 療 所  
老 人 保 健 施 設 と ね  
とね訪問看護ステーション 
片 品 診 療 所  

☎（22）4321 
☎（24）9418 
☎（22）8855 
☎（23）3706 
☎（58）3910

印　刷　有限会社 コトブキ印刷 

26,079世帯 
1,193,758,000円 

45,774円 
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　利根保健生活協同組合定款第44条、45条、47条及び総代選挙規定
に基づき、下記の通り総代選挙を公示いたします。 
　任期は2008年４月1日～2010年３月31日までの２年間といたします。 
「新病院建設」推進に向け重要な年度となります。この取り組みを成功
させ、住民・組合員のだれもが安心してくらせる健康な地域づくりのた
め、各支部・班活動の発展充実をめざして、立候補・推薦をお願いいた
します。　　　　　　　利根保健生活協同組合　理事長　都  築　 靖 
■定　　数　210名　　■立候補受付期間　2008年３月１日～３月15日 
■選挙期間　2008年３月16日～３月31日　 

総 代 選 挙 公 示  

区 　 　 域  

沼 田 東 

沼 田 中 

沼 田 西 

沼 田 南 

沼 田 北 

利 　 　 南  

池 　 　 田  

薄 　 　 根  

川 　 　 田  

白 　 　 沢  

利 根 北 

利 根 南 

片 　 　 品  

川 　 　 場  

月 夜 野 東  

月 夜 野 西  

水 　 　 上  

新 　 　 治  

昭 和 東 

昭 和 南 

高 　 　 山  

職 　 　 員  

支部長・他 

児 玉 洋 明  

田 中 穂 積  

割　田　征二郎  

馬　場　半次郎  

角 田 正 男  

平 井 　 篤  

松 井 康 治  

岡 村 四 郎  

吉 田 宇 太  

桑 原 光 子  

星 野 一 重  

山 嵜 徳 子  

桑　原　藤太郎  

吉 野 長 治  

小 林 一 義  

丸 山 　 功  

阿 部 　 功  

林 　 和 枝  

林 　 一 郎  

堤 　 み ゑ  

佐 藤 伸 吉  

江 口 健 己  

総代数 

14 

7 

8 

7 

14 

14 

8 

9 

8 

8 

9 

6 

14 

8 

14 

12 

13 

14 

8 

8 

6 

1

電　話 

24ー0164 

23ー0770 

23ー5302 

23ー5630 

24ー0047 

24ー9439 

23ー9420 

23ー2586 

24ー8967 

53ー2158 

56ー2731 

53ー3557 

58ー2090 

52ー2961 

62ー6051 

62ー0191 

72ー2670 

64ー0097 

24ー0418 

24ー6564 

63ー2606 

22ー2300

　記念講演「メタボリック症候群」は日頃の
生活習慣に起因し、高血圧や糖尿病、肥満等
と関連します。石山先生には予防、食生活や
運動等についても話していただきます。 
　その他に「新病院建設」や、今年４月から
始まる「特定健診・特定保健指導」の報告。
簡単に覚えられ老化予防などに役立つ「転倒
予防体操」や「セラバンド体操」も行ないます。 

●参加希望の方は資料、弁当等の準備のた
め、支部役員か組織課（電話 22－2300）
まで連絡してください（参加費無料） 

日　　時　3月9日（日） 
　　　　　受付9時～15時30分 

場　　所　新治農村環境改善センター 

記念講演　「メタボリック症候群」 

講　　師　石山延吉先生（当院内科医師） 

第31回保健組織活動交流集会 

　
私
の
利
き
手
は
右
手

で
あ
る
。
ボ
ー
ル
を
投

げ
る
の
も
、
文
字
を
書

く
の
も
、
箸
を
持
つ
の

も
右
手
だ
。
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
や

砲
丸
投
げ
な
ど
右
手
で
勝
ち
得
た

２
〜
３
の
栄
冠
が
心
に
残
っ
て
い

る
。
一
方
左
手
が
ひ
の
き
舞
台
に

立
っ
た
と
い
う
記
憶
は
な
い
▼
息

子
が
小
さ
い
頃
の
話
で
あ
る
。
箸

の
持
ち
方
を
教
え
て
い
て
、
言
わ

れ
た
こ
と
が
で
き
な
い
息
子
に
イ

ラ
イ
ラ
し
て
き
て
し
ま
い
に
は
腹

を
立
て
た
。
こ
ん
な
簡
単
な
こ
と

な
の
に
！
何
度
も
教
え
て
い
る
の

に
！
と
。
そ
の
時
ふ
と
思
い
つ
い

て
、
自
分
が
左
手
で
箸
を
握
っ
て

み
た
。
や
っ
て
み
る
と
こ
れ
が
ま

た
上
手
に
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

息
子
に
向
か
っ
て
い
た
怒
り
が
、

瞬
く
間
に
同
情
に
変
わ
っ
た
。
自

分
の
左
手
で
持
て
る
よ
う
に
教
え

て
い
く
と
、
持
ち
方
の
コ
ツ
も
わ

か
っ
た
し
、
う
ま
く
出
来
な
い
こ

と
か
ら
生
じ
る
「
も
ど
か
し
さ
、

恥
ず
か
し
さ
、
情
け
な
さ
」
を
味

わ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
▼
自

分
の
得
意
分
野
に
い
る
こ
と
は
心

地
よ
い
も
の
で
あ
る
。
経
験
に
裏

打
ち
さ
れ
た
自
信
が
あ
る
。
初
心

者
の
過
ち
が
良
く
わ
か
り
、
高
み

の
見
物
の
よ
う
な
心
境
に
な
る
。

そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
初
心
者

が
常
々
感
じ
て
い
る
「
も
ど
か
し

さ
、
恥
ず
か
し
さ
、
情
け
な
さ
」

を
忘
れ
が
ち
に
な
り
、
つ
い
に
は

共
感
で
き
な
く
な
る
。
「
人
は
自

分
の
不
得
意
な
こ
と
も
し
な
く
ち

ゃ
い
け
な
い
」
と
は
、
初
心
者
の

心
を
忘
れ
る
な
、
と
い
う
戒
め
に

違
い
な
い
▼
私
に
と
っ
て
左
手
は

初
心
者
の
心
情
を
思
い
出
さ
せ
て

く
れ
る
「
師
匠
」
で
あ
る
。
時
々

左
手
を
眺
め
て
は
「
師
匠
」
と
呼

ん
で
尊
敬
し
て
い
る
。
（
大
塚
） 

 

あぜ道 あぜ道 

花粉症は毎年約２割の人がかかるといわれるほど患者数が多く、最近は子どもやお年寄りにも増えています。 

あ
っ
と
い
う
間
に 

 
　
削
れ
た
虫
歯 

口
の
中
の
健
康
づ
く
り 

活
動
の
担
い
手
を
数
多
く

活
動
の
担
い
手
を
数
多
く 

活
動
の
担
い
手
を
数
多
く

活
動
の
担
い
手
を
数
多
く 

活
動
の
担
い
手
を
数
多
く 

　
「歯
の
保
健
委
員
」
交
流
集
会
が
２
月
２
日
（土
）、
利
根
歯
科
診
療
所
で
「
歯

の
保
健
委
員
」
24
人
、
職
員
24
人
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
三
グ
ル
ー
プ
で
、
歯
科
医
師
と
衛
生
士
に
よ
る
虫
歯
ク
イ
ズ
と

歯
を
削
る
体
験
、
歯
科
衛
生
士
の
指
導
で
の
歯
み
が
き
認
定
テ
ス
ト
、
歯
科

技
工
士
に
よ
る
技
工
実
演
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。 

　
「歯
の
保
健
大
学
」
水
上
教
室

が
高
山
支
部
に
続
い
て
、
２
月

20
日
、
水
上
公
民
館
で
受
講
者

18
人
で
開
校
し
ま
し
た
。 

　
４
回
の
受
講
で
、
口
の
中
の
健

康
の
大
切
さ
、
虫
歯
や
歯
周
病
の

予
防
と
歯
磨
き
の
実
技
、
義
歯
の

手
入
れ
な
ど
を
学
習
し
ま
す
。 

手
鏡
で
見
な
が
ら 

　
歯
み
が
き
認
定
と
練
習
で
は
、

歯
科
衛
生
士
の
指
導
で
、
基
本
の

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
知

識
が
身
に
つ
い
て
い
る
の
か
を
、

手
鏡
で
見
な
が
ら
の
実
技
と
簡
単

な
筆
記
で
の
テ
ス
ト
な
ど
を
行
な

い
ま
し
た
。
テ
ス
ト
で
は
ほ
ぼ
全

員
が
合
格
点
で
し
た
が
、
実
技
で

は
「
保
健
大
学
で
教
わ
っ
た
時
は

出
来
て
い
た
が
、
つ
い
つ
い
こ
れ

ま
で
の
癖
が
出
て
歯
磨
き
が
雑
に

な
っ
て
い
た
。
習
っ
た
こ
と
を
習

慣
づ
け
る
事
の
大
切
さ
を
実
感
し

た
」
「
今
日
参
加
し
て
、
手
鏡
で

歯
を
見
な
が
ら
の
歯
磨
き
を
教
え

て
も
ら
っ
た
事
を
思
い
出
し
た
」

な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
利
根
保
健
生
協
で
は
、
歯
の
健

康
づ
く
り
活
動
を
地
域
で
も
っ
と

広
げ
る
た
め
に
、
そ
の
活
動
の
担

い
手
と
な
る
組
合
員
さ
ん
を
数
多

く
養
成
し
て
い
こ
う
と
「
歯
の
保

健
大
学
」
を
開
校
し
て
い
ま
す
。

そ
の
「
保
健
大
学
」
の
卒
業
生
が

毎
年
集
ま
っ
て
、
学
習
や
交
流
の

中
で
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
は

か
ろ
う
と
「
歯
の
保
健
委
員
」
交

流
集
会
を
開
い
て
い
ま
す
。 

第４回「歯の保健委員」交流集会 

　
虫
歯
ク
イ
ズ
と
歯
を
削
る
体
験

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
口
腔
内
カ
メ
ラ

で
撮
影
し
た
歯
の
画
像
を
見
な
が

ら
の
ク
イ
ズ
で
、
「
虫
歯
は
表
か

ら
見
え
な
い
と
こ
ろ
に
も
出
来
て

い
る
。
定
期
的
に
受
診
す
る
こ
と

が
大
事
だ
」「
孫
た
ち
に
は
早
い

治
療
を
勧
め
る
」。
ま
た
、
本
物

の
歯
を
削
る
体
験
で
は
「
表
面
の

エ
ナ
メ
ル
質
は
硬
い
が
、
そ
の
下

の
象
牙
質
は
軟
ら
か
い
な
ど
歯
の

内
部
構
造
が
理
解
で
き
た
」「
虫

歯
の
と
こ
ろ
は
脆
く
て
あ
っ
と
い

う
間
に
削
れ
た
」
な
ど
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。 

使
う
人
の
立
場
で 

　
技
工
の
実
演
と
新
し
い
器
材
の

紹
介
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
技
工
士

の
「
入
れ
歯
」
づ
く
り
の
仕
事
を

見
な
が
ら
「
細
か
い
仕
事
で
手
が

か
か
っ
て
い
る
」「
入
れ
歯
な
ど

使
う
人
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
作

っ
て
い
る
と
実
感
し
た
」
な
ど
の

感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

「歯の保健大学」水上教室 

18人でスタート 

口腔内カメラでの画像をみながら「虫歯」のクイズ 

落
と
し
き
る
歯
み
が
き
を 

熱心に勉強する受講生の皆さん 



利 根 の 保 健  

〈
沼
田
東
支
部
〉 

原
澤
　
冨
雄 

富
岡
　
孝
司 

岡
村
　
恒
雄 

〈
沼
田
中
支
部
〉 

中
島
眞
理
子 

〈
沼
田
西
支
部
〉 

北
垣
内
文
子 

〈
池
田
支
部
〉 

中
村
　
ふ
み 

〈
薄
根
支
部
〉 

山
口
　
和
代 

〈
川
田
支
部
〉 

生
方
　
吉
久 

〈
白
沢
支
部
〉 

中
村
　
秀
光 

〈
川
場
支
部
〉 

小
林
　
元
吉 

 

阿
部
実
根
子 

〈
水
上
支
部
〉 

横
山
　
圀
子 

鈴
木
　
初
美 

〈
新
治
支
部
〉 

田
村
　
孝
之 

本
多
イ
サ
ミ 

〈
高
山
支
部
〉 

今
井
　
清
子  

〈
沼
田
東
支
部
〉 

　
（
1280
口
以
上
） 

 

入
沢
　
又
一 

　
（
1260
口
以
上
） 

大
島
　
昭
治 

　
（
110
口
以
上
） 

星
野
　
昭
二 

　
（
50
口
以
上
） 

小
田
　
　
博 

　
（
20
口
以
上
） 

生
方
　
幸
代 

〈
沼
田
中
支
部
〉 

　
（
520
口
以
上
） 

 

大
脇
　
仙
吉 

〈
沼
田
西
支
部
〉 

　
（
100
口
以
上
） 

坂
上
　
　
昇 

　
（
60
口
以
上
） 

金
子
　
芳
隆 

　
（
20
口
以
上
） 

松
井
　
貞
夫 

〈
沼
田
北
支
部
〉 

　
（
960
口
以
上
） 

  

中
村
　
唯
雄 

　
（
700
口
以
上
） 

 

角
田
　
正
男 

　
（
40
口
以
上
） 

 

吉
野
　
文
夫 

〈
利
南
支
部
〉 

　
（
1180
口
以
上
） 

生
方
　
　
来 

　
（
130
口
以
上
） 

宮
沢
　
康
夫 

〈
薄
根
支
部
〉 

　
（
30
口
以
上
） 

高
山
美
佐
子 

〈
川
田
支
部
〉 

　
（
90
口
以
上
） 

 

生
方
　
新
吾 

〈
利
根
北
支
部
〉 

　
（
390
口
以
上
） 

  

高
草
木
　
功 

〈
片
品
支
部
〉 

　
（
1930
口
以
上
） 

原
沢
　
粂
夫 

　
（
210
口
以
上
） 

笠
原
　
喜
八 

　
（
170
口
以
上
） 

宮
田
　
伸
一 

　
（
80
口
以
上
） 

 

青
木
　
与
作 

　
（
20
口
以
上
） 

 

須
藤
　
芳
司 

　
（
10
口
以
上
） 

 

田
辺
　
利
男 

〈
川
場
支
部
〉 

　
（
220
口
以
上
） 

横
坂
　
敬
一 

　
（
170
口
以
上
） 

 

原
沢
　
順
一 

　
（
90
口
以
上
） 

 

外
山
儀
一
郎 

　
（
60
口
以
上
） 

 

角
田
　
忠
次 

　
（
50
口
以
上
） 

 

関
　
　
数
敏 

　
（
40
口
以
上
） 

 

星
野
　
　
守 

宮
田
　
光
雄 

　 

高
井
　
勝
寿 

横
坂
尹
之
助 

　
（
30
口
以
上
） 

 

関
　
　
剛
芳 

久
保
田
喜
一
郎 

入
澤
眞
砂
子 

　
（
20
口
以
上
） 

 

久
保
田
建
一 

外
山
　
定
雄 

中
沢
　
浩
二 

高
井
　
義
明 

 

関
　
　
和
郎 

吉
野
　
彦
一 

戸
山
　
　
弘 

　
（
10
口
以
上
） 

 

横
坂
　
忠
儀 

 

小
林
　
邦
治 

中
澤
　
伸
典 

〈
月
夜
野
東
支
部
〉 

　
（
430
口
以
上
） 

  

尾
崎
　
孝
男 

　
（
120
口
以
上
） 

 

今
井
　
音
由 

　
（
100
口
以
上
） 

 

秋
山
　
和
子 

〈
月
夜
野
西
支
部
〉 

　
（
300
口
以
上
） 

近
藤
久
美
恵 

〈
水
上
支
部
〉 

　
（
90
口
以
上
） 

 

宇
津
木
彦
久 

　
（
20
口
以
上
） 

  

中
村
　
成
次 

〈
新
治
支
部
〉 

　
（
650
口
以
上
） 

林
　
　
利
雄 

　
（
290
口
以
上
） 

 

小
林
太
一
郎 

　
（
90
口
以
上
） 

 

見
城
　
　
弘 

　
（
80
口
以
上
） 

 

本
多
イ
サ
ミ 

　
（
60
口
以
上
） 

 

土
田
鹿
太
郎 

〈
昭
和
東
支
部
〉 

　
（
840
口
以
上
） 

  

杉
木
　
哲
二 

　
（
20
口
以
上
） 

 

後
藤
　
利
雄 

〈
高
山
支
部
〉 

　
（
20
口
以
上
） 

 

市
村
　
征
洋  

よ
う 

 

こ
そ 

１
月
の 

新
加
入
者 

新
し
い
仲
間 

▼
１
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
二
六
人
で
し
た
。（
敬
称
略
） 

増
資
者
一
覧 

１
月
分 

▼
毎
月
一
万
単
位
に
到
達
し
た
方
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す 

▼
１
月
の
増
資
は
六
四
一
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
一
覧
へ
の
紹
介
は
、紙
面
の
都
合
上
10
口
単
位
に
到
達
し
た 

　
五
九
人
の
方
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。 

（
敬
称
略
） 

　
利
根
中
央
病
院
で
は
循
環

器
内
科
医
師
の
出
産
休
暇
に

伴
い
、
一
時
的
に
循
環
器
患

者
の
入
院
診
療
を
制
限
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、２
月
18

日
に
復
帰
し
、通
常
の
診
療
体

制
に
戻
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

伴
っ
て
、循
環
器
疾
患
患
者
の

入
院
制
限
を
解
除
し
ま
し
た
。 

　
循
環
器
内
科
の
川
上
医
長
は

「
こ
の
間
、
組
合
員
・
患
者
の

皆
様
に
大
変
ご
不
便
を
お
か
け

し
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。
今
後
、
い
っ
そ
う
診
療
体

制
の
整
備
に
つ
と
め
、
で
き
う

る
限
り
地
域
か
ら
の
要
望
に
応

え
て
い
き
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
す
。 

　
今
ま
で
の
半
分
の
10
秒
程
度

で
、
全
身
の
検
査
を
終
え
ま
す
。 

　
１
回
転
の
速
さ
が
、
最
速
０
・

５
秒
に
な
り
動
き
の
あ
る
心
臓
な

ど
の
画
像
も
短
時
間
で
作
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

　
フ
ィ
ル
ム
に
す
る
の
も
早
い
の

で
、
患
者
さ
ん
の
待
ち
時
間
短
縮

に
も
な
り
ま
す
。 

　
主
に
、
頭
部
や
頚
部
、
心
臓
の

血
管
も
短
時
間
で
撮
影
で
き
、
血

管
の
狭
い
部
位
や
動
脈
瘤(

血
管

の
こ
ぶ)

の
診
断
に
も
活
躍
し
ま

す
。 

　
よ
り
利
用
し
や
す
い
施
設
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
昨
年
、
病
院
、
歯

科
診
、
片
品
診
、
老
健
と
ね
の
各

施
設
に
利
用
委
員
会
が
確
立
さ
れ

ま
し
た
。 

　
２
月
21
日
に
開
か
れ
た
利
根

中
央
病
院
の
利
用
委
員
会
で
は
、

「
虹
の
箱
」
へ
の
投
書
や
病
院
建

設
な
ど
を
中
心
に
、
報
告
と
検
討

が
さ
れ
ま
し
た
。 

　
都
築
院
長
よ
り
新
病
院
建
設
の

と
り
く
み
状
況
や
来
年
度
増
員
さ

れ
る
医
師
体
制
、
地
域
の
救
急
車

に
よ
る
搬
入
が
50
％
を
超
え
て

い
る
救
急
医
療
の
現
況
、
金
子
看

護
部
長
か
ら
は
「
７
対
１
看
護
体

制
」
の
現
状
報
告
や
看
護
師
紹
介

運
動
の
引
き
続
き
の
お
願
い
が
さ

れ
ま
し
た
。 

　
以
上
の
報
告
に
つ
い
て
、
各
委

員
か
ら
は
意
見
交
換
や
新
病
院
建

設
に
つ
い
て
の
質
問
、
「
簡
単
な

経
営
報
告
も
議
題
に
入
れ
た
ほ
う

が
状
況
が
分
か
り
や
す
い
」
と
の

提
案
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
活
発
な

討
議
が
さ
れ
ま
し
た
。 

　
な
お
、
「
虹
の
箱
」
投
書
に
つ

い
て
、
氏
名
な
ど
の
記
載
が
あ
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
ご
本
人
に
お

答
え
や
説
明
を
し
て
い
ま
す
。 

　
２
月
14
日
、

全
国
の
医
療
生

協
で
「
虹
の
バ

レ
ン
タ
イ
ン
行

動
」
が
と
り
く

ま
れ
ま
し
た
。 

　
当
生
協
で

は
、
10
人
の

組
合
員
さ
ん
ら

が
、
医
者
が
か

り
が
し
に
く
く

な
る
と
い
う
、

「
医
療
制
度
」

や
、平
和
問
題
な
ど
様
々
な
地
域
の

「
声
」を
国
や
自
治
体
に
届
け
よ
う

と
、チ
ョ
コ
と
想
い
を
書
き
込
む
カ

ー
ド
を
配
り
ま
し
た
。 

　
病
院
玄
関
の
投
函
箱
に
は
、 

歳
以
上
を
切
り
離
す
医
療
制
度

に
反
対
、
先
行
き
が
不
安
だ
」

「
保
険
料
を
年
金
か
ら
の
徴
収

は
ひ
ど
い
」
な
ど
の
改
悪
に
怒

る
声
や
、
平
和
と
環
境
を
守
ろ

う
。
ま
た
、
「中
央
病
院
の
充

実
を
願
う
」
声
や「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
さ
ん
が
い
る
病
院
で
助
か

っ
て
い
る
」な
ど
当
生
協
へ
の

期
待
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。 

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

で
話
題
の
内
臓
脂
肪
も
は
か
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
テ
レ
ビ
で
も
お
な

じ
み
に
な
り
つ
つ
あ
る
仮
想
内
視

鏡
（
カ
メ
ラ
を
入
れ
ず
に
大
腸
や

気
管
支
の
内
側
を
の
ぞ
く
）
も
可

能
と
な
り
今
後
の
利
用
も
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
撮
影
室
は
地
下
か
ら
１
階
テ
レ

ビ
室
に
移
動
し
、
環
境
的
に
も
良

く
な
り
ま
し
た
。 

　
組
合
員
さ
ん
の
健
康
を
守
り
、

病
気
の
早
期
発
見
に
役
立
ち
、
救

急
医
療
に
も
日
常
診
療
に
も
活
躍

し
て
い
き
ま
す
。 

　
２
月
中
旬
、
利
根
中
央
病
院
に

「
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
」
装
置

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。 

　
い
ま
ま
で
の
Ｃ
Ｔ
は
、
１
回
転

で
輪
切
り
の
画
像
１
枚
し
か
撮
影

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

新
し
い
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
は

１
回
転
で
何
枚
も
の
撮
影
が
で
き

ま
す
。 

　
組
合
員
み
な
さ
ん
の
出
資
に
支

え
ら
れ
「
頼
も
し
い
医
療
の
守
り

手
」
が
加
わ
り
ま
し
た
。 

毎
月
、保
険
証
の
ご
提
示
を 

　
病
院
・
診
療
所
の
窓
口
で
は
、健
康

保
険
証
は
、毎
月
確
認
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。 

　
生
協
の
組
合
員
証
は
、初
診
時
に

必
ず
お
見
せ
下
さ
い
。保
管
は
保
険

証
と
一
緒
に
、転
居
な
ど
変
更
が
あ

っ
た
場
合
に
は
、生
協
本
部
に
お
知

ら
せ
下
さ
い
。 
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�������������

頼
も
し
い
医
療
の
守
り
手 

　
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
導
入 

新
し
い
Ｃ
Ｔ
の
特
徴

新
し
い
Ｃ
Ｔ
の
特
徴 

新
し
い
Ｃ
Ｔ
の
特
徴 

①
検
査
時
間 

　
　
　
大
幅
短
縮 

③
脳
・
心
臓
血
管 

　
　
　
　
鮮
明
に 

④
内
臓
脂
肪
も 

　
　
　
は
か
れ
る 

②
各
方
向
か
ら 

　
　
　
断
面
画
像 

　
新
し
い
Ｃ
Ｔ
で
は
、
い
ろ
い
ろ

な
角
度
か
ら
必
要
な
断
面
で
画
像

を
作
る
こ
と
が
で
き
、
診
断
能
力

の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま

た
、
得
ら
れ
た
画
像
か
ら
精
細
な

立
体
画
像
を
作
る
こ
と
も
可
能
で

す
。 

循
環
器
内
科 

 

通
常
の
診
療
体
制
に 

後期高齢者医療制度 

 「先行き不安だ」 
虹のバレンタイン行動 

今までは撮影出来なかった心臓の立体写真 

みなさんの出資に支えられ導入　マルチスライスCTみなさんの出資に支えられ導入　マルチスライスCT腹部より足先までの血管、瞬時に撮影  

安
心
安
全
な 

　
救
急
医
療
を 

第
三
回
病
院
利
用
委
員
会 

花粉症の症状は、くしゃみ、鼻水、鼻づまり、目のかゆみなどが特徴です。 
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2008年３月１日（毎月1回1日発行） 第462号 （３） 一人は万人のために 万人は一人のために 

花粉症の対策は、極力外出を控える、外出時には眼鏡やマスクの着用、外出後は洗眼やうがいなどの工夫をしましょう。 

「悲惨だった 
　　インパール作戦」 

川場村川場湯原 

 上 村  五 八 （91歳） 

　
日
中
戦
争
が
勃
発
し
た
昭
和
12

年
、
22
歳
で
召
集
さ
れ
て
従
軍
し

た
が
、
二
年
で
除
隊
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
昭
和
16
年
２
月
結
婚
し

て
洋
裁
店
を
開
き
、
商
売
が
軌
道

に
乗
り
始
め
た
８
月
、
再
召
集
さ

れ
た
。
店
を
閉
め
、
死
を
覚
悟
し

て
妊
娠
３
ヶ
月
の
妻
を
残
し
て
後

ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
出
征

し
、
宇
都
宮
野
砲
隊
に
入
隊
し
た
。 

　
17
年
春
に
広
東
へ
移
動
。
そ
こ

か
ら
部
隊
は
南
方
戦
線
へ
転
進
し

た
が
、
「乗
馬
で
き
る
者
は
残
っ
て

飼
育
管
理
に
当
た
れ
」と
私
た
ち

数
名
が
残
留
と
な
っ
た
。
南
方
戦

線
に
着
い
た
部
隊
は
、
そ
の
数
ヶ

月
後
、
輸
送
船
で
移
動
中
に
敵
機

の
集
中
砲
火
を
浴
び
て
全
滅
し
た
。 

　
18
年
夏
、
我
々
は
ビ
ル
マ
（
ミ

ャ
ン
マ
ー
）
戦
線
に
転
属
し
、
翌

年
３
月
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
に
加
わ

っ
た
。
５
月
に
な
る
と
、
早
く
も

制
空
権
を
敵
に
握
ら
れ
、
戦
況
は

急
速
に
悪
化
し
た
。
我
が
軍
の
補

給
路
を
遮
断
し
よ
う
と
い
う
敵
の

動
き
を
察
知
し
て
、
部
隊
に
出
撃

命
令
が
下
り
、
幾
尾
根
か
を
越
え

た
敵
陣
に
近
い
山
間
に
陣
地
を
構

え
て
偵
察
を
開
始
し
た
。
熱
い
太

陽
が
照
り
つ
け
た
か
と
思
う
と
、

た
ち
ま
ち
雨
に
な
る
悪
天
候
が
続

く
中
で
も
、
敵
機
が
間
断
な
く
飛

来
す
る
の
で
全
く
油
断
で
き
な
か

っ
た
。
食
糧
は
、
残
留
部
隊
が
敵

機
と
監
視
哨
の
目
を
く
ぐ
っ
て
届

け
る
一
日
２
個
の
に
ぎ
り
飯
だ

け
。
煙
を
出
せ
ば
敵
機
の
餌
食
に

な
る
の
で
炊
飯
も
出
来
な
い
。
そ

の
う
え
水
も
無
く
、
水
汲
み
場
は

山
を
下
っ
て
草
原
を
二
百
　
ほ
ど

行
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
水
筒

を
背
負
い
敵
の
狙
撃
を
か
わ
し
な

が
ら
の
水
汲
み
は
命
懸
け
だ
っ
た
。 

　
あ
る
日
、
「
二
尾
根
ほ
ど
北
方

の
山
腹
で
敵
兵
が
陣
地
構
築
」
の

情
報
が
あ
り
、
重
い
弾
薬
箱
な
ど

を
引
き
ず
っ
て
山
道
を
運
搬
し
、

数
時
間
か
け
て
敵
陣
の
目
前
ま
で

前
進
し
た
。
敵
は
我
々
の
接
近
に

全
く
気
付
か
ず
作
業
を
続
け
て
い

た
。
部
隊
は
左
右
二
つ
に
分
か

れ
、
一
発
の
銃
声
を
合
図
に
機
関

銃
と
小
銃
が
一
斉
に
火
を
噴
き
、

総
攻
撃
の
火
蓋
を
切
っ
た
。
敵
も

負
け
ず
に
反
撃
し
、
物
凄
い
銃
声

が
密
林
中
に
こ
だ
ま
し
た
。
そ
の

時
、
突
如
、
隣
に
い
た
幸
田
軍
曹

が
虚
空
を
つ
か
み
「天
皇
陛
下
万

歳
」と
叫
ん
で
倒
れ
て
息
絶
え
た
。

弾
が
右
前
肩
か
ら
心
臓
を
貫
通

し
、
即
死
だ
っ
た
。
隣
の
分
隊
で

も
、
三
輪
軍
曹
が
鉄
兜
の
上
か
ら

頭
を
撃
ち
抜
か
れ
戦
死
し
た
。
銃

撃
戦
が
し
ば
ら
く
続
い
た
が
、
や

が
て
銃
声
が
途
絶
え
た
。
我
々
は

そ
の
間
に
、
幸
田
軍
曹
の
遺
体
を

近
く
の
木
の
根
元
に
埋
め
て
合
掌

し
、
敵
の
反
撃
を
避
け
る
た
め
占

領
地
か
ら
一
時
的
に
移
動
し
た
。 

　
一
夜
明
け
る
と
、
昨
日
激
戦
し

占
領
し
た
稜
線
は
、
敵
に
奪
還
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
敵
を
殲
滅
す
る

た
め
、
視
界
が
７
　
ほ
ど
の
深
い

霧
を
利
用
し
て
近
づ
き
、
喚
声
を

上
げ
て
再
度
突
撃
し
た
。
不
意
を

突
か
れ
た
敵
兵
は
稜
線
を
転
が
る

よ
う
に
退
却
し
、
こ
こ
の
奪
還
に

成
功
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
を
退

却
し
た
敵
兵
が
別
の
友
軍
陣
地
を

襲
い
、
伝
令
に
出
て
い
た
２
人
を

残
し
、
守
備
兵
48
人
全
員
が
戦
死

す
る
悲
劇
が
起
き
た
。 

　
こ
の
頃
か
ら
後
方
の
食
糧
・
武

器
・
弾
薬
の
補
給
は
一
切
無
く
な

っ
た
。
し
か
も
雨
季
に
入
り
、
降

り
続
く
雨
の
中
、
食
糧
も
無
く
、

飢
え
と
疲
労
で
骨
と
皮
ば
か
り
に

痩
せ
衰
え
、
ま
た
マ
ラ
リ
ア
、
ア

メ
ー
バ
赤
痢
な
ど
病
に
倒
れ
る

者
、
重
傷
で
動
け
ず
自
爆
す
る
者

が
続
出
し
た
。
こ
の
状
況
に
戦
力

も
極
限
に
達
し
、
遂
に
イ
ン
パ
ー

ル
を
目
前
に
し
て
撤
退
と
な
っ

た
。
退
路
に
は
、
白
骨
に
な
っ
た

友
軍
の
遺
体
が
散
乱
し
、「
明
日
は

我
が
身
」と
思
い
な
が
ら
戦
友
の

冥
福
を
祈
る
の
が
精
一
杯
だ
っ
た
。 

　
ビ
ル
マ
で
次
の
作
戦
準
備
中
の

８
月
15
日
、「
敗
戦
」の
報
が
入
っ
た

が
信
じ
る
者
は
誰
も
な
く
、18
日
の

連
隊
長
か
ら
正
式
に
「
無
条
件
降

伏
」
を
知
ら
さ
れ
た
。
上
官
の
阿

部
少
佐
が
英
軍
に
連
行
さ
れ
た
時

は
、
誰
も
が
「
自
分
た
ち
も
こ
れ

で
終
わ
り
だ
」
と
覚
悟
し
た
が
、

少
佐
は
す
ぐ
に
解
放
さ
れ
ホ
ッ
と

し
た
。
そ
の
後
、
我
々
は
タ
イ
国

ノ
ム
ラ
ド
ッ
ク
の
収
容
所
で
英
軍

の
労
務
に
従
事
し
た
。 

　
21
年
５
月
21
日
に
佐
世
保
に
復

員
し
、
帰
路
に
つ
い
た
。
途
中
車

窓
か
ら
見
た
広
島
・
東
京
の
悲
惨

さ
に
「
戦
争
は
絶
対
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
痛
感
し
た
。
や
っ
と
の

思
い
で
家
に
着
く
と
、
出
征
中
に

生
ま
れ
た
子
供
は
５
歳
に
な
っ
て

い
て
、
私
の
写
真
に
毎
日
影
膳
を

供
え
て
い
た
と
い
う
。
私
の
無
事

の
帰
還
に
妻
も
子
も
涙
を
流
し
、

家
族
み
ん
な
で
喜
び
合
っ
た
。 

1月班会開催一覧 

沼田南　鍛冶町班（大腸がん対策、大腸がんチェック）
　血圧と大腸がんチェックは病院実習に来ていた群
大医学生さんが担当。みんな陰性で良かったですね。
駆けつけた安藤Ｄｒの話も大好評でした☆ 

月夜野東　後閑上入下入班（乳がんについて）
　壮年層女性の死亡原因第１位の乳がん。マンモグ
ラフィーやエコーによる定期検診を受けましょうと
紙芝居で説明。早期発見で完治させましょう。 

利南　戸鹿野町合同班（ストレッチ、セラバンド体操）
　「普段運動してないからきく～」「準備体操だけで疲
れるね」と、参加者から声が…。肩こり・腰痛体操後は、
体がラクになったようで良かったですね♪ 

水上　鹿野沢合同班（楽しい輪投げで健康班会）
　血圧測定後、３月の輪投げ大会に向けて熱心に練習。
輪を投げる度にみんなの「ワッハッハ」と笑い声が連鎖。
とても楽しく何よりの健康づくりです♪ 

昭和東　貝野瀬婦人会（乳がんの話） 
 専門医の中島Ｄｒが、病気の性質や検診の大切さな
どを説明。乳房模型のしこりに触れたり、自己検診
のＤＶＤを見たりしながら自身を守る術を学びました。 

班会あれこれ 
おらがまちの 

 

材木町11 

材木町１   

東原新町13 

西原新町11 

西倉内町８ 

西倉内町４ 

西倉内町６ 

西倉内町7-1 

榛名町1-2 

榛名町8-1 

榛名町8-2 

榛名町３ 

鍛冶町10 

鍛冶町６ 

高橋場町原田神明 

上久屋町馬場 

沼須町合同班１ 

沼須町合同班２ 

下久屋町原 

フラワータウン 

戸鹿野町1 

岡谷町西部１ 

井土上町合同班 

東町田合同班 

下川田町田中１ 

下川田町田中２ 

尾合上 

大原松山 

大原下宿１ 

中野合同班 

下牧原の中 

須川十二河原 

布施河原上　 

布施河原下 

貝野瀬田中 

貝野瀬根岸 

判形前原 

いこいの家 

年金者組合 

１階北 

ふれあいの輪 

支部名 班　名 人数 班 長 名 班 会 内 容 

活性酸素の話、新年会 

新年会 

新年会 

新年会 

新年会 

カルタ大会、新年会 

カルタ大会、新年会 

カルタ大会、新年会 

メタボリック症候群の話 

メタボリック症候群の話 

メタボリック症候群の話 

メタボリック症候群の話 

転倒予防体操、新年会 

転倒予防体操、新年会 

新年会 

後期高齢者医療制度の話 

ボケの話、大腸がんチェック 

ボケの話、大腸がんチェック 

大腸がんチェック 

健康で長生きのコツ 

新年会 

大腸がんチェック、新年会 

後期高齢者医療制度の話 

腎臓の話、尿チェック 

健康チェック 

健康チェック 

年間計画 

後期高齢者医療制度の話 

後期高齢者医療制度の話 

新年会 

新年会、記憶力増進班会② 

ピロリ菌の話 

輪投げ班会、尿チェック 

輪投げ班会、尿チェック 

花粉症予防の話 

花粉症予防の話 

カムカム健康法、後期高齢者医療制度の話 

後期高齢者医療制度の話 

後期高齢者医療制度の話 

塩と健康 

インフルエンザの話 
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沼田東

　 

 

 

沼田中 

 

 

 

沼田西 

 

 

 

沼田南 

 

沼田北 

利　南 

 

 

 

 

 

池　田 

薄　根 

 

川　田 

 

白　沢 

利根北 

 

川　場 

月夜野東 

新　治 

 

 

昭和東 

 

高　山 

職域・他 

 

病棟・他 

 

小林永久子 

小野　のぶ 

雲越　タカ 

得能　淑子 

坂大　徳江 

宮前　寿子 

土田　ふみ 

田中　穂積 

戸部　大吉 

宮内はつ枝 

金子　くら 

金子　恭子 

馬場半次郎 

竹村　健一 

石倉　時子 

織田沢澄世 

角田　健吉 

武井きみ江 

星野サヨ子 

 

星野　早苗 

大島みさ江 

久枝　　允 

桑原　信子 

茂木　ちよ 

生方志づ子 

角田　梅子 

金子千代子 

星野　一重 

宮田　正子 

山田八重子 

田村　照代 

小林せつ子 

高橋　キミ 

萩原　孝治 

横坂　孝志 

木村千代子 

奥木　　茂 

小崎洋一郎 

西畠みどり 

野村　　操 

41回 総  計 254人 

ユ
ニ
セ
フ
募
金
６
万
円
余 

温
か
な
気
持
ち
を
届
け
る 

　
当
生
協
の
４
施
設
に
設
置
し
て
あ
る
「
ユ

ニ
セ
フ
募
金
箱
」
に
組
合
員
・
患
者
の
皆

さ
ん
か
ら
、
こ
の
一
年
間
で
７
枚
の
千
円

札
を
含
む
合
計
６
万
１
４
３
４
円
の
募
金

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ご
協
力
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
発
展
途
上
国
や
災
害
地
の
児
童
の
保
健
、

教
育
、
福
祉
な
ど
の
た
め
に
役
立
て
て
い

た
だ
く
た
め
、
皆
様
の
温
か
な
気
持
ち
を
、

ユ
ニ
セ
フ
協
会
本
部
に
早
速
送
金
い
た
し

ま
し
た
。 

　
今
後
も
続
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
引
き

続
い
て
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

せ
ん
　
め
つ 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 



 

2008年３月１日（毎月1回1日発行） 第462号　（４） 利 根 の 保 健  

と
う
も
ろ
こ
し
エ
コ
燃
料
に
使
わ
れ
ば
や
が
て
は
来
る

の
か
飢
え
た
る
日
々
が 

 

あ
た
た
か
き
陽
光
背
に
う
け
畦
道
に
心
は
ず
ま
せ
蕗
の

薹
つ
む 

 

雪
山
を
二
つ
に
分
け
て
北
空
に
谷
川
岳
は
巨
体
横
た
ふ 

  

稀
に
聞
く
隣
の
町
の
サ
イ
レ
ン
に
十
分
お
く
れ
の
時
計

見
上
ぐ
る 

 

裏
年
の
成
り
の
少
な
き
里
山
の
友
よ
り
届
く
干
柿
甘
し 

  

い
く
さ
傷
痩
せ
哀
へ
て
皺
に
消
へ
消
へ
ぬ
は
記
憶
い
と

う
と
ま
し
き 

 

凍
て
つ
く
夜
満
天
の
星
見
上
げ
れ
ば
一
筋
の
流
星
輝
き

て
落
つ 

 

め
っ
き
り
と
過
疎
の
す
す
み
し
ふ
る
さ
と
に
た
だ
ぽ
つ

ね
ん
と
辻
の
野
地
蔵 

沼
田
市
堀
廻
町
　
　
　
今
　
井
　
栄
　
一 

  

沼
田
市
高
橋
場
町
　
　
後
　
藤
　
定
　
夫 

  

み
な
か
み
町
湯
原
　
　
須
　
藤
　
と
も
子 

  

昭
和
村
川
額
　
　
　
　
倉
　
品
　
美
代
子 

  

沼
田
市
上
原
町
　
　
　
吉
　
野
　
秋
　
子 

  

沼
田
市
戸
鹿
野
町
　
　
吉
　
江
　
与
　
一 

  

沼
田
市
高
橋
場
町
　
　
森
　
田
　
妙
　
子 

  

み
な
か
み
町
月
夜
野
　
林
　
　
　
い
く
じ 

日常生活では、タバコやアルコール、過労、睡眠不足などが花粉症を悪化させる要因にもなるので注意しましょう。 

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

俳 

句 

短 

歌 

な
か
ま
の 

作
品 

雛
の
灯
を
消
せ
ば
さ
さ
や
く
官
女
達 

  

岳
晴
れ
て
早
春
の
日
を
い
と
お
し
む 

  

音
も
な
く
芽
吹
く
も
の
あ
り
陽
の
温
み 

  

通
じ
合
ふ
言
葉
の
行
き
来
春
炬
燵 

  

東
風
吹
か
ば
ゆ
る
や
か
に
磨
ぐ
米
二
合 

  

臘
梅
の
枝
間
に
覗
く
空
の
青 

  

草
餅
の
懐
か
し
き
味
昼
餉
時 

  

和
や
か
に
豆
ま
く
尼
僧
仏
の
火 

沼
田
市
西
倉
内
町
　
　
戸
　
丸
　
泰
二
郎 

  

み
な
か
み
町
藤
原
　
　
木
　
曽
　
武
　
子 

  

昭
和
村
糸
井
　
　
　
　
須
　
藤
　
澄
　
子 

  

沼
田
市
今
井
町
　
　
　
今
　
井
　
ぬ
　
い 

  

昭
和
村
貝
野
瀬
　
　
　
狩
　
野
　
亀
　
声 

  

沼
田
市
栄
町
　
　
　
　
小
　
野
　
竹
　
葉 

  

み
な
か
み
町
師
　
　
　
増
　
田
　
耕
　
寿 

　 
 

沼
田
市
栄
町
　
　
　
　
渡
　
辺
　
き
み
子 

春キャベツと塩ざけのパスタ 

□ 作り方 
① キャベツは食べやすい長さにして、2㎝幅に切る。鮭
は焼いたあと、骨、皮を除いて粗くほぐす。 

② スパゲッティは塩を加えた熱湯に入れ、表示時間
通りにゆでる。 

③ その間にフライパンにオリーブ油大さじ２とに
んにくを入れ、弱火で２～３分炒める。香りが出
たら中火にして　、鮭を加えて炒め、ふたをして
火を止める。 

④ スパゲッティがゆで上がる40秒前にキャベツを
加え、ともにざるにあげる。 

⑤ ③のフライパンにスパゲッティとキャベツを加え、
よく混ぜ合わせる。器に盛り、粉チーズをかける。 

□ 材料（4人分） 

今月の 
料理 

（栄養課　片野初江） 

キャベツには胃や十二指腸を守ると 
いわれる「ビタミンＵ」が含まれています。 

医療相談室 医療相談室 医療相談室 　
50
歳
を
過
ぎ
る
頃
か
ら
前
立
腺
の
病
気
が
徐
々
に
増
加

し
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
前
立
腺
肥
大
症
で
、
排
尿
障
害
の

原
因
に
成
り
う
る
代
表
疾
患
で
す
。
55
歳
以
上
の
中
高
年

男
性
の
５
人
に
１
人
は
罹
患
し
ま
す
。
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尿
の
ト
ラ
ブ
ル

尿
の
ト
ラ
ブ
ル《
前
編
》

《
前
編
》 

前
立
腺
肥
大
症

前
立
腺
肥
大
症 
前
立
腺
肥
大
症

前
立
腺
肥
大
症 
尿
の
ト
ラ
ブ
ル《
前
編
》 

前
立
腺
肥
大
症 

利根中央病院 
泌尿器科医長 

田村　芳美 

「
ト
イ
レ
が
近
い
」 

「
尿
の 

　 

勢
い
が
悪
い
」 

　
前
立
腺
は
男
性
の
精
液
の
主
成

分
を
生
成
分
泌
し
て
い
る
臓
器
で

す
。
正
常
の
大
き
さ
は
栗
の
実
大

で
膀
胱
の
す
ぐ
下
に
あ
り
、
そ
の

真
ん
中
を
尿
道
が
貫
い
て
い
ま

す
。
前
立
腺
が
肥
大
す
る
と
尿
道

を
圧
迫
し
て
排
尿
障
害
を
起
こ
し

ま
す
。 

　
前
立
腺
肥
大
症
は
「
ト
イ
レ
が

近
い
」「
尿
の
勢
い
が
悪
い
」「
残

尿
感
が
あ
る
」
と
い
っ
た
症
状
が

初
期
症
状
で
す
。
軽
微
な
症
状
の

う
ち
に
受
診
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
を
見
過

ご
し
て
放
置
す
る
と
、
尿
意
が
あ

っ
て
も
「
尿
が
出
な
い
」
と
訴

え
、
夜
間
突
然
受
診
せ
ざ
る
を
え

な
い
事
態
に
陥
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
尿
閉
と
呼
ば
れ
る
重
度
の
症

状
で
す
が
、
こ
の
症
状
は
飲
酒

後
、
市
販
の
風
邪
薬
内
服
の
副
作

用
、
便
秘
や
寒
冷
で
も
起
き
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。こ
こ
ま
で
症
状

が
進
行
す
る
と
膀
胱
に
カ
テ
ー
テ

ル
を
挿
入
し
て
一
生
過
ご
さ
ざ
る

を
得
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

《最終回》 

　生協に加入することのメリットや出資金に

ついてなど、とくに多く寄せられる質問や疑

問について、数回にわたりお伝えしていきます。 

　利根保健生協は、国の法律「生

活協同組合法」にもとづいて、利

根中央病院をはじめ、利根歯科診療所、

片品診療所と「介護老人保健施設とね」

を中心とした「とね在宅総合センター」

を運営しています。生協のこれらの事業

所は、組合員になって利用することが原

則です。まだ未加入の人は加入をして利

用して下さい。病院・診療所などに受診

する際は、保険証と一緒に、組合員証を

窓口へ提示して下さい。 

「せせらぎ」はお休みします。 

組合員じゃないと、 
病院は利用 
できないの？ 

あ
な
た
は 

       

大
丈
夫
？ 

治
療
方
法
は
？ 

　
重
症
で
な
け
れ
ば
治
療
は
薬
物

療
法
に
な
り
ま
す
。
尿
道
を
取
り

囲
む
筋
肉
を
広
げ
る
作
用
の
あ
る

薬
を
使
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
い
ま

ひ
と
つ
の
場
合
に
は
手
術
療
法
を

行
い
ま
す
。
お
な
か
を
切
ら
ず
に

尿
道
か
ら
内
視
鏡
を
挿
入
し
て
前

立
腺
を
削
っ
て
尿
道
を
広
げ
る
手

術
で
、
入
院
期
間
は
手
術
後
約

10
日
間
で
す
。 

　
あ
ま
り
に
も
大
き
く
な
る
と
開

腹
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
最
近

は
技
術
が
進
歩
し
、
か
な
り
大
き

く
て
も
切
ら
ず
に
手
術
で
き
る
よ

う
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

　
最
後
に
前
立
腺
肥
大
症
と
前
立

腺
ガ
ン
の
関
係
を
述
べ
ま
す
。
肥

大
が
あ
る
と
ガ
ン
に
な
り
や
す
い

と
思
い
が
ち
で
す
が
、
ま
っ
た
く

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
前
立
腺
ガ
ン
の
有
無
は
血
液
中

の
Ｐ
Ｓ
Ａ
と
い
う
糖
蛋
白
を
測
定

し
て
お
よ
そ
の
判
定
を
し
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
や
前
立
腺
ガ
ン
検
診

で
測
定
で
き
ま
す
。
最
近
は
開
業

の
先
生
方
に
も
測
定
し
て
も
ら
え

ま
す
。
50
歳
を
過
ぎ
た
ら
必
ず

測
定
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

前
立
腺
ガ
ン 

　
　
と
の
関
係 

　
前
立
腺
肥
大
症
が
疑
わ
れ
、
泌

尿
器
科
を
受
診
さ
れ
た
場
合
、
肛

門
か
ら
の
前
立
腺
触
診
、
超
音
波

検
査
、
お
し
っ
こ
の
勢
い
や
残
尿

を
調
べ
る
検
査
も
行
い
ま
す
が
、

さ
ら
に
別
記
の
質
問
表
に
答
え
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
前
立
腺

肥
大
症
の
重
症
度
を
判
定
し
ま

す
。 

　
左
下
欄
の
上
記
６
症
状
に
つ
い

て
、
ご
自
分
が
当
て
は
ま
る
頻
度

を
丸
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。
さ
ら

に
夜
間
の
排
尿
回
数
を
丸
で
囲
ん

で
く
だ
さ
い
。
そ
の
合
計
点
数
が

何
点
に
な
り
ま
す
か
？
　
全
体
の

合
計
点
数
が
８
点
以
上
、
ま
た
は

一
つ
の
項
目
で
も
４
点
以
上
の
答

え
が
あ
れ
ば
前
立
腺
肥
大
症
と
し

て
治
療
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。
さ
ら
に
20
点
以
上
な
ら

手
術
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

春キャベツ…8～10枚　　塩鮭…２切 
スパゲッティ…280ｇ　　にんにく（つぶす）…２かけ 
　 （酒、みりん、しょうゆ…各大さじ１と1/3 
粉チーズ、オリーブ油、塩…各適量） 
Ａ 

Ａ 

この１カ月の間に、 
どの割合で次のような
症状がありましたか 

尿をしたあとにまだ
尿が残っている感じ
がありましたか 

尿をしている間に尿
が何度も途切れるこ
とがありましたか 

尿をがまんするのが
難しいことがありま
したか 

尿の勢いが弱いこと

がありましたか 

尿をし始めるために
おなかに力を入れる
ことがありましたか 

"夜寝てから朝起きるま
で"にふつう何回尿をす
るために起きましたか 

尿をしてから２時間
以内にもう一度しな
くてはならないこと
がありましたか 

５回に 
１回の 
割合より 
少ない 

２回に 
１回の 
割合より 
少ない 

２回に 
１回の 
割合 
くらい 

２回に 
１回の 
割合より 
多い 

ほとんど 

いつも 
全く無い 
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0回 

合計点数　　　　点 

1回 2回 3回 4回 5回 

0～7点 
軽 症 

8～19点 
中等症 

20～35点 
重 症 


